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トリチウム汚染水の安全・経済的な処理プロセス
「電解・MgH2法」
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MgH2 Tablet （35×35×18mm , 22.1mℓ , 21.8g）

19.6ℓ(H2)/22.1m ℓ = 88.7 MPa 相当

特許第：4425990 (出願：2009-7-24、査定：2009-12-18)

世界特許：日、中、英、独、仏、米、加、韓、台、香港

夢の固体水素・マグ水素（MgH2)
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会 社 概 要

代表取締役社長 上 杉 浩 之

本社 東京都千代田区一番町 ６ 相模屋本社ビル ７１３号室

沼津事業所 静岡県沼津市大諏訪８４１

設立 2006年3月2日

資本金 1億５，６７０万円 、１，５５０株 （202１年４月現在）

事業内容

１．水素吸蔵合金の製造・販売 （ Mg H2 , Ti-Fe ）

２．マグ水素製造装置と利用製品の製造・販売

３．木質系・草本系バイオマスからの高濃度水素製造・回収技術

４．高温熱流体解析コンサルタント業務
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北大発
ベンチャー企業

2017年3月
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特許 81件出願済（内、47件査定/国内・外、8件審査請求中）

商標登録：9件（マグ水素、マグポポ、NaBiCo、エンリッチハイドロ 等）



安全、経済的なトリチウム水処理の要旨

1． 既存のMg水素化炉を活用して、トリチウム(T2)汚染水を水電解した

水素を活性Ｍｇタブレットに吸蔵させてMgH2を製造。

仮説①：活性Mgにトリチウムは原子径が大きいため、吸蔵不可である。

⇒ 製造されたMgH2は通常製品として販売

⇒ 水素化炉内に濃縮されたT2は汚染水素として長期間保管

仮説②：T2は原子径が大きいため、Mgへの吸蔵に長時間必要。

水素化処理時間を管理することにより、T2の分離は可能。

⇒仮説①と同じ

仮説③：T2はH2と同じ速度で、Mgの水素化が進む。

⇒T2の分離は不可能
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水電解
装置

Mg
水素化炉

（発熱反応）

トリチウム水の安全・経済的な処理プロセス
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10,000t

汚染水(１万トン）⇒T2を含む水素(1,110トン)⇒ MgH2商品(12,965トン) + 保管品(1,500トン）



トリチウム水の経済的な減容化・リサイクル処理法（EMHP）フロー
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T2を含む混合ガス 120年後に1Hとして販売

7Biocoke Lab. Co., Ltd. http://www.biocokelab.com/

厳重保管を実施。放射能検
査合格を確認後出荷
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Mg Tablet
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金属の結晶構造 代表的な金属例（常温状態）

A 体心立法格子(bcc) α-Fe, Cr, k, Mo, Na, V, W

B 面心立法格子(fcc) Al, Ca, Cu, Ni, Pb, Pd, Pt, Au, Ag  

C 最密六法格子(hcp) Mg, Be, Cd, Co, Ti, Zn, Zr, Zn, Y

世界のこれまでの研究報告から、金属の結晶構造と拡散係数について整理すると、
１．bcc ：全ての温度範囲で、DH＞DD＞DT
２．fcc ：高温においては、DH＞DD 常温、それ以下の温度では、DD＜ⅮH がある。
３．hcp ：研究実績は多くなく、古典的なDD/DH=0.7に等しい。

Zrα相の拡散係数：DH:6.70x10
3 DT:1.18x10

3 ⇒ DT/DH = 0.18
Mgの研究例は無い。
乾式法でMgの水素化処理は、世界で弊社のみ安全に工業生産を行っている。
本技術を用いてDTを測定し、吸蔵時の分離技術を開発する。

出展：「水素吸蔵合金」、監修：田村英雄

活性Mgタブレットの水素化への効果（2）
⇒D2,T2分離の可能性 (確認実験で検証）



図 bcc金属の拡散係数
「水素吸蔵合金」

監修 田村英雄
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bcc金属（V, Nb, Ta）に対する
水素同位元素の拡散係数を比較

１．いずれの金属も拡散係数は
H＞D＞Tである。

２．温度が高くなるほど、拡散
係数は大きくなっている。

活性Mgタブレットの水素化への効果（3）
⇒D2,T2分離の可能性
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トリチウム水処理プロセスの開発の進め方

１．進め方
小型水素化炉(５㎏/回)を研究所に輸送・設置して実験を実施。
「ＢＣＬ」、「放射性物質関連の実験可能な機関」との共同研究

課題：MgへのT2 の吸蔵可能性の確認実験を実施
1）処理温度、処理圧力、処理時間、炉内装入分布等の検討。
2）DH, DD, DTを考慮した、T2のMgへの吸蔵可能性の確認。
3）炉内残留水素にT2が濃縮した混合ガスを保管容器に充填し厳重管理。
4）炉内よりMgH2のサンプリングを行い、水素化率、放射線の測定。
5）サンプリングで放射線測定値が合格範囲であれば、続けて２回目の水素化処理

を実施する。
6）処理終了後は炉内清掃、検査を実施し、新たな処理を開始する。
7）MgH2の品質検査を実施し、基準内であれば商品として販売。

２．目標： T2を分離した放射能基準内のMgH2製品化の合格目標は、９０％以上と想定する。
基準外の１０％未満材は放射能の基準を満たす迄、厳重に保管する。

３．用途：合格したMgH2は、非常用電源等の分散型電源として活用。



水電解・MgH2プロセスのメリット

① 水電解・MgH2 プロセスはトリチウム汚染水の安全で効率的・

経済的な固体化処理技術。

② 世界初のMgH2量産技術によるトリチウム水の分離技術で

９０％以上の有価物化を目指す。

③ MgH2 は地球環境に負荷を与えない、完全リサイクル可能な

クリーンエネルギー。

④ 世界初・日本発信の水素エネルギー社会への強力な推進技術。

トリチウムの水電解・MgH2プロセスによるグリーン水素社会の実現
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ご清聴有難う御座いました
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